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市政を問う（文責本人）市政を問う（文責本人）

問　
障
が
い
者
と
は
。

市
長　

身
体
、
知
的
お
よ

び
精
神
が
そ
れ
ぞ
れ
障
害

者
基
本
法
等
で
定
義
さ
れ

て
い
る
。

問　
当
市
の
生
産
年
齢
人

口
に
あ
た
る
障
が
い
者
数

は
。

市
長　

５
７
０
人
。

問　
障
が
い
者
に
関
わ
る

人
た
ち
の
声
は
。

市
長　

残
さ
れ
た
子
ど
も

の
将
来
に
対
す
る
不
安
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。

問　
サ
ー
ビ
ス
管
理
者
等

有
資
格
者
確
保
対
策
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

社
会
福
祉
法
人
連

絡
会
幹
事
会
を
通
じ
て
検

討
を
呼
び
か
け
、
市
も
一

緒
に
な
っ
て
対
応
し
て
い

く
。

問　
障
が
い
者
プ
ラ
ン
２

０
２
１
に
自
立
と
い
う
言

葉
が
１
０
２
回
出
て
く

る
。
し
か
し
自
立
の
定
義

は
、
関
係
法
律
に
も
計
画

に
も
出
て
こ
な
い
。
遠
野

市
独
自
の
自
立
の
定
義
を

作
る
べ
き
で
は
。

市
長　

衣
食
住
プ
ラ
ス
収

入
の
確
保
、
す
べ
て
の
条

件
が
整
っ
て
自
立
だ
と
思

っ
て
い
る
。
家
族
本
人
、

地
域
会
社
み
ん
な
で
協
力

し
て
負
担
を
軽
く
し
合
う

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え

る
。

問　
遠
野
市
地
域
自
立
支

援
協
議
会
は
機
能
し
て
い

な
い
よ
う
に
見
え
る
。
市

長
の
評
価
は
。

市
長　

担
当
し
て
い
る

方
々
は
本
当
に
頑
張
っ
て

い
る
が
、
現
状
十
分
か
と

聞
か
れ
れ
ば
十
分
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。

問　
生
産
年
齢
人
口
の
障

が
い
者
を
包
括
的
に
支
援

す
る
た
め
に
、
で
き
れ
ば

民
間
の
力
で
生
産
年
齢
人

口
に
特
化
し
た
組
織
を
作

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

市
長　

組
織
は
必
要
だ
と

考
え
る
。
支
援
を
手
厚
く

し
て
い
か
な
い
と
一
般
就

労
に
も
繋
が
ら
な
い
し
、

社
会
参
加
に
な
ら
な
い
。

市
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
な
が
ら
取
り
組
む
べ

き
だ
と
思
っ
て
る
。

問　
市
内
の
障
が
い
者
を

包
括
支
援
す
る
た
め
に

も
、
障
が
い
者
お
一
人
お

一
人
の
現
状
を
評
価
す
る

基
準
や
仕
組
み
が
必
要
で

は
な
い
か
。

市
長　

い
き
な
り
市
か
ら

統
一
し
ま
す
よ
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
関
係

者
が
集
ま
っ
て
、
こ
う
い

う
考
え
方
は
ど
う
だ
ろ
う

か
と
い
う
議
論
を
ま
ず
し

て
み
る
こ
と
が
第
一
歩
な

の
か
な
と
感
じ
て
い
る
。

小松 正真 議員 障がい者の自立について障がい者の自立について
市長  生産年齢人口に特化した組織が必要。
 市もバックアップする

生
産
年
齢
人
口

　
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
中

核
の
労
働
力
と
な
る
よ
う
な

年
齢
人
口
で
、
経
済
協
力
開

発
機
構
︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︶
は
15

歳
~
64
歳
の
人
口
と
定
義
し

て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
管
理
者

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
人
の

生
活
環
境
や
特
性
に
応
じ
た

支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

す
る
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
管
理

や
関
係
機
関
と
の
調
整
支
援

員
へ
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
職
種
。

遠
野
市
地
域
自
立
支
援

協
議
会

　
障
が
い
者
自
立
支
援
法
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
Ｈ
24

年
４
月
法
定
化
。
協
議
会
は

地
域
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

個
別
の
相
談
支
援
の
事
例
を

通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
地

域
の
課
題
を
踏
ま
え
て
、
地

域
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を

着
実
に
進
め
て
い
く
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

解 説

問　
競
走
馬
部
門
の
民
営

化
か
ら
12
年
が
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
の
進
行
な

ど
状
況
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
施
設
の
有
効
活

用
と
将
来
像
に
つ
い
て
、

協
議
し
て
立
て
直
し
を
図

る
べ
き
で
は
。

市
長　

言
い
に
く
い
こ
と

も
話
し
合
い
を
し
て
解
決

し
て
い
く
べ
き
。

　

施
設
の
軽
度
な
修
繕
や

環
境
整
備
は
、
社
会
奉
仕

活
動
の
一
環
と
し
て
取
り

組
む
方
法
も
あ
る
。

　

大
き
な
修
繕
に
つ
い
て

は
、
採
算
性
や
将
来
性
を

見
据
え
て
判
断
す
る
。

問　
乗
馬
関
係
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
、
関
係
人
口
の
拡
大
や

観
光
資
源
と
し
て
の
可
能

性
も
高
い
場
所
で
あ
る
荒

川
高
原
牧
場
を
有
効
活
用

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ト
イ
レ
な
ど
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
が
必
要
で
は
。

市
長　

駐
車
場
を
は
じ
め

キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
視
野
に

入
れ
た
高
清
水
牧
場
の
環

境
整
備
を
考
え
て
い
る
。

荒
川
高
原
牧
場
も
非
常
に

有
効
な
自
然
資
産
な
の
で

環
境
整
備
は
必
要
で
は
な

い
か
。

切
れ
目
な
い
観
光

支
援
を

問　
交
通
渋
滞
や
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
や
ト
イ
レ
、
騒

音
な
ど
の
マ
ナ
ー
違
反
と

い
っ
た
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
観
光
公
害
）
の
未

然
防
止
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
は
。

市
長　

環
境
を
乱
さ
ず
、

安
全
で
気
分
よ
い
観
光
に

す
る
為
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

様
々
な
方
法
で
発
信
し

て
、
共
通
理
解
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

問　
既
存
の
宿
泊
施
設
の

フ
ル
活
用
と
合
わ
せ
、
宿

泊
業
の
起
業
支
援
と
誘
致

に
取
り
組
み
、
全
体
の
魅

力
向
上
を
図
る
べ
き
で

は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
遠
野
市

は
宿
泊
に
関
し
て
は
や
や

消
極
的
で
あ
っ
た
の
で
、

大
事
な
視
点
。
全
体
的
な

向
上
を
図
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
起
業
へ
の
相
談

対
応
、
誘
致
の
機
会
が
あ

れ
ば
取
り
組
み
た
い
。

問　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
特

に
台
湾
人
観
光
客
の
誘
致

に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考

え
る
が
。

市
長　

同
感
で
あ
る
。
仙

台
空
港
を
有
効
に
活
用
す

る
等
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逸

し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
特
に
台
湾

と
は
積
極
的
に
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
も
し
て
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
も
図
る
こ
と
が
重

要
。
ま
た
タ
イ
に
も
注
目

し
て
い
る
。

持続可能な馬事振興、持続可能な馬事振興、
　　　　　馬事文化の継承へ　　　　　馬事文化の継承へ
市長  馬と触れ合えることが重要
 　　　井戸端会議で新たな方向性を

小林 立栄 議員

遠
野
市
の
観
光
客
入
込
数
（
宿
泊
・
日
帰
り
）
の
現
状

★
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、年
間
約
１
６
０
~
１
７
０
万
人
で
推
移
。
そ
の
内
、宿
泊
客
は
全
体
の
約
４
％

台
と
少
な
く
、
こ
の
傾
向
は
東
日
本
大
震
災
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
年
間

約
２
千
~
３
千
人
。教
育
旅
行
客
は
令
和
元
年
以
降
に
急
増
し
て
お
り
、令
和
３
年
で
約
７
千
人
。

一
人
あ
た
り
観
光
消
費
額
の
現
状

★
遠
野
市
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
に
よ
る
と
、
宿
泊
客
平
均
で
約
１
万
３
５
０
０
円
・
日
帰
り

平
均
で
約
４
０
０
０
円
。
県
内
で
も
低
い
水
準
で
あ
り
、
宿
泊
客
が
少
な
い
こ
と
が
最
大
要
因
。

　
﹁
観
光
に
よ
る
地
域
消
費
額
︵
入
込
数
・
一
人
あ
た
り
観
光
消
費
額
︶﹂
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
既
存
ス
ポ
ッ
ト
の
滞
在
環
境
の
改
善
、
宿
泊
に
向
け
て
朝
や
夜
を
対
象
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ

の
充
実
な
ど
新
し
い
要
素
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
特
徴
あ
る
宿
泊
拠
点
づ
く
り
や
情
報
発
信
の
強
化
、
多
様
化
す
る
宿
泊
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

※
参
考　
遠
野
市
観
光
推
進
基
本
計
画

解 説

馬はパートナー。
心身の健康、楽し
い時間や思い出を
与えてくれます。
活躍できる環境を。

障がい者就職相談会の様子


